
研修テーマ 主催

6月 17日(水) 事故防止対策研修会‐ 安全管理委員会

８月 12日（水） 個人情報保護に関する研修会 管理部教育担当

8月 22日(土)

10月 １４日(水) 感染防止対策研修会 感染防止対策委員会

12月 ９日（水） 高齢者虐待(人権)防止研修会 安全管理委員会

2月 10日(水) 認知症対策研修会 管理部教育担当

研修テーマ 主催

4月 1８日(土) 診療報酬改定について
青葉メディカル

医事課

1３日(水) 人工呼吸器について（必須）
青葉病院

医療機器安全管理

２５日(月) 高齢者虐待防止について
ウェル青葉

ユニットNs

２７日(水) 褥瘡防止について
青葉病院

褥瘡対策委員会

２日(火)
当施設の

BCP「災害」について

ウェル青葉

ユニットCw

16日(火)
外来診療における

感染防止対策について(必須)

青葉ﾒﾃﾞｨｶﾙ

外来NS

１７日(水)
高齢者とのコミュニケーション

について

ウェル青葉

通ﾘﾊCw

18日(水) オムツの当て方
青葉ﾒﾃﾞｨｶﾙ

通ﾘﾊCw

20日(土) 接遇について
青葉メディカル

医事課

24日(水) 心電図について
青葉病院

病棟Ns

24日(水) ポジショニングﾞについて
青葉病院

リハビリPT/OT

それぞれの部署が研究に取り組み専門職としての自己研鑽

を高める。また、その取り組み成果を発表することで自部署

の活動を他部署にも共有する

心電図の波形を正しく理解し看護に活かす。

高齢者虐待について学び、日常のケアに活かすことが出来るよう

にする。

特に必須研修：医療安全対策、感染防止対策、人権・認知症対策、ｺｰﾄﾞﾌﾞﾙｰ、医療機器・医薬品安全管理（Ｎｓ）については必ずご参加下さい。

なお、感染防止対策研修会には必ず「青葉病院」「青葉メディカル外来職員」は、ご参加下さい。

診療報酬改定について学び、理解を深めることで正確な算定を目

指す。

医療・福祉に携わる現場での患者・利用者の個人情報やプ

ライバシー保護について学習を深め、安心と信頼を与える

医療・福祉サービスの実践に繋げる。

認知症に対する理解を深め、認知機能を高めるための対応

や対策、困難事例に対しても積極的に取り組むことができ

るようにするための方法を学習する。

5月

６月

研修目的

医療・看護・介護に関わる現場での様々なリスクマネジメン

トについて学習を深め、より質が高く安全で安心できるサー

ビス提供を目指す。

医療期間における個人情報保護法と個人情報について理

解し、業務で流出や漏洩をすることないような扱いができる

ように学習を深める。

これから流行する高齢者施設におけるインフルエンザやノロ

ウィルスなどの感染防止対策に向け、知識や技術を学習し

施設内での感染防止に努める。

褥瘡防止についての正しい知識を学び効果的な褥瘡防止につい

て学ぶ。

安全に使用するための知識や正しい操作方法を学び、いざという

時に落ち着いて行動が出来るようにする。

令和８年度　「全部署合同」　研修会　年間計画早見表

令和８年度　「各部署別」　研修会　年間計画早見表

　・法人全体の研修会開催場所は主に青葉メディカル３階です。（院内発表会のみ、ウェル１階リハビリ室で開催します）

　・合同研修会の参加対象は全職員です。勤務者以外の方もできるだけ全員参加してください。

研修目的

医療法人社団幸信会

第25回「幸信会　研究発表会」

開催日付

開催日付

クリニックにおける接遇スキルの基礎を学び、質の向上を目指す。

感染対策の基本的な考え方や関連知識を習得する

BCP(事業継続計画）の取り組み義務化に伴い災害対策の知識を

深め、日常から意識付けを図る。（講義）

ポジショニングについての考え方やポイントを学ぶ

利用者に信頼と気持ちの良い介護を提供するために

オムツの正しい当て方を学ぶ



研修テーマ 主催

4日(土)
熱中症予防対策・緊急時の対応

コロナ対策等・・・

MD・WL通所系看護師

安全管理担当者

8日(水) 事故防止について（必須）
青葉病院

安全管理委員会

２１日(火) 東近江市の水害について
ウェル青葉

居宅相談室

２３日(木)
転倒・転落、せん妄に影響を与える

薬剤について

薬剤部

医薬品安全管理体制

２５日(土) ヘルパーのできる、できないこと
青葉メディカル

ｹｱｽﾃｰｼｭﾝ青葉

２７日(月) 身体抑制について
ウェル青葉

ユニットNs

８月 １５日(土) 診療放射線に係る安全管理体制
青葉病院

放射線科

１日(火) 当施設のBCP「災害」について
ウェル青葉

ユニットCw

９日(水) 輸液ポンプﾟについて
青葉病院

医療機器安全管理

１４日(月) レクリエーションに役立てよう
青葉病院

地域連携室

２６日(土)
緊急時の対応

～入浴、送迎中の容態急変時～

青葉ﾒﾃﾞｨｶﾙ

夕暮れﾃﾞｨ

未定 安全運転技術講習会
ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｳｪﾙ・夕暮れ
通所系サービス職員

２０日(火) 宿題型勉強会（テーマ未定）
青葉病院

病棟Ｃｗ

２６日(月) 口腔内の喀痰吸引について
ウェル青葉

ユニットCw

２８日(水)
認知症対策研修会（必須）

認知症対応について（事例検討含む）

青葉病院

病棟Ns

１１日(水)
姿勢から考える肩こり、肩の痛みの

予防

ウェル青葉

PT・ＯＴ

１８日(水) ＢＰＳＤについて
MD通所リハ

ＰＴ・ＯＴ

30日(月) 褥瘡について
ウェル青葉

ユニットNs

12月 1日(火) 当施設のBCP「感染症について」
ウェル青葉

ユニットNs

１３日(水) 感染防止について（必須）
青葉病院

感染防止対策委員会

25日(月)
高齢者施設における感染症対策につ

いて

ウェル青葉

ユニットNs

2日(火) 当施設のBCP「感染症について」
ウェル青葉

ユニットNs

４日(木) コード・ブルー（病院職員対象）
青葉病院

病棟Ns

２６日(金) 摂食嚥下について
青葉病院

栄養課

27日(土) 在宅での入浴介助・清拭
青葉メディカル

ｹｱｽﾃｰｼｮﾝ青葉

３月 2９日(月) 介護現場の事故防止について
ウェル青葉

ユニットNs

転倒・転落、せん妄に影響を与える薬剤について学び事故防止に

役立たせる。

1月

感染防止に対する知識を高め院内感染防止に努める。

医療機器を安全に使用するための知識や正しい操作方法につい

て学ぶ。

褥瘡の発生要因について理解を深め、予防・発生後のスキンケア

方法について学ぶ。

BCP(事業継続計画）の取り組み義務化に伴い感染対策の知識を

深め、日常から意識付けを図る。（講義）

医療法人社団　幸信会

BCP(事業継続計画）の取り組み義務化に伴い感染対策の知識を

深め、日常から意識付けを図る。（講義）

摂食嚥下機能の理解を深め、食支援の重要性を高める。

11月 なぜその行動を嫌がるのか？どうすれば意思決定に繋がるのか。

患者が急変した時に速やかに対応ができるように一連の動作と緊

急招集を確認し冷静に対処することが出来る。

口腔内喀痰吸引の基本的知識と安全な手技を理解し法的根拠と

介護士の実践範囲を確認する。

身体拘束ゼロを継続するため、身体拘束に関する知識を深める。

令和８年度　「各部署別」　研修会　年間計画早見表

セルフチェックにて自分の体の状態を知り対策を考えることで方の

問題を予防改善する。

運転による事故軽減を図る

利用所の緊急時の対処について学ぶ。

放射線被ばくについて正しく理解する。

研修目的開催日付

マニュアルに基づきホームヘルパーとしての行為の再確認を行う。

・研修終了後、参加者名簿と研修内容（資料）をそれぞれ一部コピーし、研修担当者（日高）まで提出下さい。（レポートの提出は研修会の主催者です）

防災気象情報の変更点の確認、東近江市の過去の水害を知る、危

険な地域を確認する。

現場でのｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ・ｱｸｼﾃﾞﾝﾄを振り返り様々な場面においてリスク

への意識づけに繋げる。

BCP(事業継続計画）の取り組み義務化に伴い災害対策の知識を

深め、日常から意識付けを図る。（訓練）

認知症患者が安全にそして安楽に入院生活を送ることが出来るよ

うに事例を交えながら認知症に対する理解を深める

・勤務時間外の研修参加は時間外手当が発生します。参加後はﾚﾎﾟｰﾄを1W以内に各部署の所属長へご提出（報告）下さい。

緊急時に落ち着いて対応するために

テーマに沿って各自で調べて学び、思い・考え・提案などをレポー

トとして提出する形式で行う。

現場で起きる様々なｲﾝｼﾃﾞﾝﾄやｱｸｼﾃﾞﾝﾄに対して未然に予防できる

よう学習を深める。

・ＴＶモニター、専用PC、無線インターネット回線をご利用ください。終了後は電源OFFを忘れずに！

9月
筆ペン、えんぴつ、ボールペンを使ってメッセージカードを作ろう。

７月

・掲示の際は、研修会開催方法（集合、資料配布等）や参加対象の職種も明記下さい。

10月

BCP(事業継続計画）の取り組み義務化に伴い感染対策の知識を

深め、日常から意識付けを図る。（訓練）

入浴介助・清拭の仕方を再確認する

２月

・各部署の担当者は、事前に研修会の案内（日時・テーマ等）を「タイムカード横の掲示板」にてご案内下さい。

・各部署の研修会開催場所については、ウェル青葉４階「多目的室」をできるだけご利用下さい。


